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台湾における歴史的鉄筋コンクリート造建物の保存活用戦略に関する調査研究 
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地震国である台湾では，1999 年の集集地震以降，近現代建築物の保存活用の取り組みが急速

に進んでおり，産官学が連携してこの困難な課題を実行し，民間のノウハウや資金を活用して

成果を上げている。特に日本統治期（1895－1945 年）に建設された建築物は，築約 100 年～

80 年が経過する中，地域の歴史の中心的建物として現代のニーズに沿った活用がなされている

が，台湾はどのような政策，取り組み，マネジメント手法等によって保存活用事業を促進して

いるのだろうか。今後，我が国において急増する築年数 50 年を超える近現代建築物の保存活用

を考えたとき，台湾の先駆的事例の保存活用メカニズムを整理しておくことは重要である。 
そこで本研究では，日本統治期（1932 年（昭和 7 年））に建設され，2013 年に保存活用事業

が完了し，まちのコミュニティの中心として維持されている「林百貨店（台湾台南市中西区）」

の事例に焦点を当て，当該建物の歴史的背景を整理するとともに，保存活用事業においてどの

ような価値判断がなされたのか検討を行った。また建築が内包する様々な「価値」のうち，文

化的価値，歴史的価値，デザイン価値を明らかにすることで，建物の持つアイデンティティが

どの程度再現されたのか，それに係る事業主体の意識と負担感を整理することで，我が国にお

ける近現代建築物の保存活用の促進に資する知見を得た。 
本研究では，台湾台南市における林百貨店の保存活用事例に焦点を当て，保存活用事業が促

進していった経緯，官民連携のノウハウ，資金調達の手法などについて関連資料 1)を元に整理

するとともに，実際に保存活用事業を行った建築設計事務所からの提供資料 2)と，デザイン設

計を行った建築家である徐夕健建氏へのヒアリング調査（図１）から，当該建物における文化

的価値，史的価値，地域的価値，活用価値に関するデザイン再現の判断プロセスを明らかにし

た。加えて，それらの判断がどのように設計デザインへ展開されたのか，図面分析から整理す

ることで近現代建築物を保存活用する際の文化的価値の保全に対する知見を得た。 

なお，昨年度に実施した現地でのヒアリング調査に基づく分析は現在も継続して実施してい

る。これらの分析結果をふまえて，2025
年 7 月に再度，徐夕健建築事務所を訪問し

てヒアリングを行うことを計画している。 
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